
 

  

 

 

今年度の取組をふりかえって 

今年度も専用の

テレビ会議システ

ムを使用し、オー

ストラリアのアー

ミデール高校と

18 回のテレビ会

議セッションを行

いました。4回生の 9回、5 回生の 4回、６回生

の１回に加え、３回生は４回のセッションに参加

しました。 

 

 今年度も

毎回のセッ

ションは、

日本側、オ

ーストラリ

ア側が各回

のテーマに

もとづき作成したプレゼンテーションから始め、

その後 Q&A とフリートークが続きました。「学

校生活」、「家庭生活」、「習慣やマナー」、「ポップ

カルチャー」

などのテー

マに加え、

今年は「社

会問題とそ

の解決策」

のような難

しめのテーマにも挑戦しました。 

 

プレゼンテーション後の「即興のやりとり」 

このようなテレビ会議システムによる交流活

動を通して、プレゼンテーションソフトを使った

視覚資料作成や発表のスキルは確実に向上しま

した。今年度はさらに、「質問力」と「やりとり力」

の向上を目指し、毎回のセッションの前には、 

 

 

 

 

本校の「SGH ルーブリック」にある「プレゼンテ

ーション力」と「質問力」の重点事項を確認しま

した。そして終了後には各生徒が「ふりかえり」

を行い、自己評価を提出しました。準備した発表

の後の「即興のやり取り」については、達成感よ

りも、課題

を感じた生

徒の方がま

だまだ多か

ったのです

が、今後目

指すべき目

標を各自が確認できたのは、意義あることでした。 

 

今後に向けて 

今年度は専用のテレビ会議システム以外にも、

パソコンのビデオチャットソフトを使って外国

と交流する機会もありました。SGH 指定は今年

が最終年度ですが、パソコンとインターネット回

線 が あ

れば、今

後 も こ

の よ う

な活動が可能で

す。生徒の英語コ

ミュニケーショ

ン力向上のために、これからもあらゆる機会を活

用したいと思います。 

 

生徒の感想より 

・私たちの英語が伝わってよかった。ただ、発表

後には英語を聞き取れず、同じような反応しか

できなかったのが残念だった。次回はもっと会

話したい。 

・オーストラリア人は思ったよりも日本人のよう

にシャイで驚いた。今年来た留学生と話したと

きもそうだったが、外国人が皆積極的というわ

けではないらしい。 

・コミュニケーションの「瞬 

 発力」はすごく大切だと思 

 った。 

３回生たちも頑張りました 

AUS 作成のスライド。幼虫は先住民の常食。 

３回生作成の「社会問題 」のスライド 

「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力」と「質問力」のルーブリック 

「だるまさんが転んだ」説明のために実演 

Skype でｼﾞｮｰｼﾞｱの生徒と交流 


